
　
バ
ラ
（
薔
薇
）
は
、
バ
ラ
科
バ
ラ
属
の
総

称
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
そ
の
う
ち
特
に
園

芸
種
（
園
芸
バ
ラ
・
栽
培
バ
ラ
）
を
総
称
す

る
。
こ
こ
で
は
、
後
者
の
園
芸
バ
ラ
・
栽
培

バ
ラ
を
扱
う
こ
と
と
す
る
。

バ
ラ
属
の
成
形
は
、
灌
木
、
低
木
、
ま
た
は

木
本
性
の
つ
る
植
物
で
、
葉
や
茎
に
棘
を
持

つ
も
の
が
多
い
。葉
は
１
回
奇
数
羽
状
複
葉
。

花
は
５
枚
の
花
び
ら
と
多
数
の
雄
蘂
を
持
つ

（
た
だ
し
、
園
芸
種
で
は
大
部
分
が
八
重
咲

き
で
あ
る
）。
北
半
球
の
温
帯
域
に
広
く
自
生
し
て
い
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
周
辺
、
中
国
の
雲
南

省
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
か
け
て
が
主
産
地
で
こ
こ
か
ら
中
近
東
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
、
ま
た
極
東

か
ら
北
ア
メ
リ
カ
へ
と
伝
播
し
た
。
南
半
球
に
は
バ
ラ
は
自
生
し
な
い
。

名
　称

　「
ば
ら
」
の
名
は
和
語
で
、「
い
ば
ら
」
の
転
訛
し
た
も
の
。
漢
語
「
薔
薇
」
の
字
を
あ
て
る

の
が
通
常
だ
が
、こ
の
語
は
ま
た
音
読
み
で「
そ
う
び
」「
し
ょ
う
び
」と
も
読
む
。
漢
語
に
は「
玫

瑰
」（
ま
い
か
い
）
や
「
月
季
」（
げ
っ
き
）
の
異
称
も
あ
る
（
な
お
、「
玫
瑰
」
は
中
国
語
に

お
い
て
は
ハ
マ
ナ
ス
を
指
す
）。

　
欧
州
で
は
ラ
テ
ン
語
の rosa 

に
由
来
す
る
名
で
呼
ぶ
言

語
が
多
く
、
ま
た
同
じ
語
が
別
義
と
し
て
「
ピ
ン
ク
色
」
の

意
味
を
も
つ
こ
と
が
多
い
。

　
季
語
は
夏
（「
冬
薔
薇
」「
ふ
ゆ
そ
う
び
」
と
な
る
と
冬
の

季
語
に
な
る
）。 

花
言
葉
は
「
愛
情
」
で
あ
る
が
、
色
、
状

態
、
本
数
、
組
合
せ
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。

用
　途

　
現
在
で
は
鑑
賞
用
と
し
て
栽
培
さ
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
他
に
も
ダ
マ
ス
ク
ロ
ー

ズ
（D

am
ask rose

）
の
花
弁
か
ら
精
油
を
抽
出
し
た
「
ロ
ー
ズ
オ
イ
ル
（Rose oil

）」
は
、

香
水
の
原
料
や
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
に
用
い
ら
れ
る
。 

花
弁
を
蒸
留
し
て
得
ら
れ
る
液
体「
ロ
ー

ズ
ウ
ォ
ー
タ
ー
（rose w

ater

）」
は
、
中
東
や
イ
ン
ド
な
ど
で
デ
ザ
ー
ト
の
香
り
づ
け
に
用

い
ら
れ
る
。 

ま
た
、
乾
燥
し
た
花
弁
は
ガ
ラ
ム
マ
サ
ラ
に
調
合
し
た
り
、
ペ
ル
シ
ャ
料
理
で

は
薬
味
と
し
て
用
い
る
。 

日
本
で
は
農
薬
の
か
か
っ
て
い
な
い
花
弁
を
エ
デ
ィ
ブ
ル
・
フ
ラ

ワ
ー
と
し
て
生
食
し
た
り
、
花
び
ら
や
実
を
ジ
ャ
ム
や
砂
糖
漬
け
に
加
工
し
た
り
、
乾
燥
さ
せ

て
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
と
し
て
飲
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。

黄
色
い
バ
ラ
の
誕
生

当
時
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
テ
ィ
ー
系
に
は
純
粋
な
黄
色
の
花
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
黄

色
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
テ
ィ
ー
系
の
品
種
を
作
り
出
す
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
た
。1900

年
に
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ョ
セ
フ
・
ペ
ル
ネ
＝
デ
ュ
シ
ェ (Joseph Pernet-D

ucher) 

が
「
ア

ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
デ
ュ
シ
ェ
」
の
実
生
に
原
種
の
「
ロ
サ
・
フ
ェ
テ
ィ
ダ
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ン
・

イ
エ
ロ
ー
）」
を
か
け
あ
わ
せ
て
「
ソ
レ
イ
ユ
・
ド
ー
ル
」
を
作

出
、
黄
バ
ラ
第1

号
と
な
っ
た
。
し
か
し
「
ソ
レ
イ
ユ
・
ド
ー
ル
」

は
「
四
季
咲
き
性
」
が
な
い
の
で
、
一
層
の
改
良
が
加
え
ら
れ
、

１
９
０
７
年
に
は
四
季
咲
き
性
の
「
リ
ヨ
ン
・
ロ
ー
ズ
」、
さ
ら

に1920

年
に
は
完
全
な
黄
色
の
バ
ラ「
ス
ブ
ニ
ー
ル
・
ド
・
ク
ロ
ー

ジ
ュ
」
を
完
成
さ
せ
た
。
ド
イ
ツ
の
コ
ル
デ
ス
は
「
ス
ブ
ニ
ー
ル
・

薔薇
ば　　ら

花弁の数による分類
    一重咲き
    半八重咲き
    八重咲き

花型による分類
    平咲き
    カップ咲き
    ロゼット咲き
    クオーター咲き
    ポンポン咲き
    剣弁高芯咲き
    半剣弁高芯咲き
    丸弁抱え咲き

花期による分類
    一季咲き
    返り咲き
    繰り返し咲き
    四季咲き

樹形による分類
    ブッシュ ( 木立性 )
    シュラブ ( 半つる性 )
    クライミング ( つる性 )
その他、ショートクライマー ( 小
型のつる性 )、ロングクライマー
( 大型のつる性 )、ランブラー ( つ
る性の枝垂れるもの ) グラウンド
カバー ( 匍匐性 ) など細かく分類
される場合がある。

　
バ
ラ
（
薔
薇
）
は
、
バ
ラ
科
バ
ラ
属
の
総

称
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
そ
の
う
ち
特
に
園

芸
種
（
園
芸
バ
ラ
・
栽
培
バ
ラ
）
を
総
称
す

る
。
こ
こ
で
は
、
後
者
の
園
芸
バ
ラ
・
栽
培

バ
ラ
を
扱
う
こ
と
と
す
る
。

　
バ
ラ
属
の
成
形
は
、
灌
木
、
低
木
、
ま
た

は
木
本
性
の
つ
る
植
物
で
、
葉
や
茎
に
棘
を

持
つ
も
の
が
多
い
。
葉
は
一
回
奇
数
羽
状
複

葉
。
花
は
五
枚
の
花
び
ら
と
多
数
の
雄
蘂
を

持
つ
（
た
だ
し
、
園
芸
種
で
は
大
部
分
が
八

重
咲
き
で
あ
る
）。
北
半
球
の
温
帯
域
に
広
く
自
生
し
て
い
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
周
辺
、
中
国
の

雲
南
省
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
か
け
て
が
主
産
地
で
こ
こ
か
ら
中
近
東
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
、
ま
た

極
東
か
ら
北
ア
メ
リ
カ
へ
と
伝
播
し
た
。
南
半
球
に
は
バ
ラ
は
自
生
し
な
い
。

名
　称

　「
ば
ら
」
の
名
は
和
語
で
、「
い
ば
ら
」
の
転
訛
し
た
も
の
。
漢
語
「
薔
薇
」
の
字
を
あ
て
る

の
が
通
常
だ
が
、
こ
の
語
は
ま
た
音
読
み
で
「
そ
う
び
」「
し
ょ
う
び
」
と
も
読
む
。
漢
語
に

は
「
玫ま
い

瑰か
い

」
や
「
月げ
っ
き季
」
の
異
称
も
あ
る
（
な
お
、「
玫
瑰
」
は
中
国
語
に
お
い
て
は
ハ
マ
ナ

ス
を
指
す
）。

　
欧
州
で
は
ラ
テ
ン
語
のrosa

に
由
来
す
る
名
で
呼
ぶ
言

語
が
多
く
、
ま
た
同
じ
語
が
別
義
と
し
て
「
ピ
ン
ク
色
」
の

意
味
を
も
つ
こ
と
が
多
い
。

　
六
月
の
誕
生
花
で
あ
る
。
季
語
は
夏
（「
冬
薔
薇
」「
ふ
ゆ

そ
う
び
」と
な
る
と
冬
の
季
語
に
な
る
）。 

花
言
葉
は「
愛
情
」

で
あ
る
が
、色
、状
態
、本
数
、組
合
せ
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。

用
　途

　
現
在
で
は
鑑
賞
用
と
し
て
栽
培
さ
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
他
に
も
ダ
マ
ス
ク
ロ
ー

ズ
（D

am
ask rose

）
の
花
弁
か
ら
精
油
を
抽
出
し
た
「
ロ
ー
ズ
オ
イ
ル
（R

ose oil

）」
は
、

香
水
の
原
料
や
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
に
用
い
ら
れ
る
。 

花
弁
を
蒸
留
し
て
得
ら
れ
る
液
体「
ロ
ー

ズ
ウ
ォ
ー
タ
ー
（rose w

ater

）」
は
、
中
東
や
イ
ン
ド
な
ど
で
デ
ザ
ー
ト
の
香
り
づ
け
に
用

い
ら
れ
る
。 

ま
た
、
乾
燥
し
た
花
弁
は
ガ
ラ
ム
マ
サ
ラ
に
調
合
し
た
り
、
ペ
ル
シ
ャ
料
理
で

は
薬
味
と
し
て
用
い
る
。 

日
本
で
は
農
薬
の
か
か
っ
て
い
な
い
花
弁
を
エ
デ
ィ
ブ
ル
・
フ
ラ

ワ
ー
と
し
て
生
食
し
た
り
、
花
び
ら
や
実
を
ジ
ャ
ム
や
砂
糖
漬
け
に
加
工
し
た
り
、
乾
燥
さ
せ

て
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
と
し
て
飲
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。

黄
色
い
バ
ラ
の
誕
生

当
時
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
テ
ィ
ー
系
に
は
純
粋
な
黄
色
の
花
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
黄

色
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
テ
ィ
ー
系
の
品
種
を
作
り
出
す
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
た
。1900

年
に
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ョ
セ
フ
・
ペ
ル
ネ
＝
デ
ュ
シ
ェ （Joseph Pernet-D

ucher

）
が
「
ア

ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
デ
ュ
シ
ェ
」
の
実
生
に
原
種
の
「
ロ
サ
・
フ
ェ
テ
ィ
ダ
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ン
・

イ
エ
ロ
ー
）」
を
か
け
あ
わ
せ
て
「
ソ
レ
イ
ユ
・
ド
ー
ル
」
を
作

出
、
黄
バ
ラ
第1

号
と
な
っ
た
。
し
か
し
「
ソ
レ
イ
ユ
・
ド
ー
ル
」

は
「
四
季
咲
き
性
」
が
な
い
の
で
、
一
層
の
改
良
が
加
え
ら
れ
、

１
９
０
７
年
に
は
四
季
咲
き
性
の
「
リ
ヨ
ン
・
ロ
ー
ズ
」、
さ
ら

に
１
９
２
０
年
に
は
完
全
な
黄
色
の
バ
ラ
「
ス
ブ
ニ
ー
ル
・
ド
・

ク
ロ
ー
ジ
ュ
」
を
完
成
さ
せ
た
。
ド
イ
ツ
の
コ
ル
デ
ス
は
「
ス
ブ

薔薇
ば　　ら

花弁の数による分類
    一重咲き
    半八重咲き
    八重咲き

花型による分類
    平咲き
    カップ咲き
    ロゼット咲き
    クオーター咲き
    ポンポン咲き
    剣弁高芯咲き
    半剣弁高芯咲き
    丸弁抱え咲き

花期による分類
    一季咲き
    返り咲き
    繰り返し咲き
    四季咲き

樹形による分類
    ブッシュ ( 木立性 )
    シュラブ ( 半つる性 )
    クライミング ( つる性 )
その他、ショートクライマー ( 小
型のつる性 )、ロングクライマー
( 大型のつる性 )、ランブラー ( つ
る性の枝垂れるもの ) グラウンド
カバー ( 匍匐性 ) など細かく分類
される場合がある。
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1 詳しく、わかりやすい表示法 
●左右に新・旧データを並べて表示　｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜
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2 違いの内容を詳しく表示
相違点のあった箇所をさまざまな形式で細かく表示。

オブジェクト移動の表示

　どちらに何ミリ移動したかを数値で表示

画像相違の表示

オーバープリントの箇所の表示

　オーバープリントのチェックが入っている箇所のみを表示
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まえ - あと (旧 1 ページ, 新 1 ページ ) 設定名: デフォルトのコピー2

テキスト違いの表示

①文字列の違いは赤い波線 瑰」（まいかい）や「月季」（げっき） 「玫
まいかい

瑰」や「月
げっき

季」の

　行送りは緑の波線 おいてはハマナスを指す） おいてはハマナスを指す）

　トラッキングは緑の実線 欧州ではラテン語の 欧州ではラテン語の

②文字色の違いは緑の斜線 漢語「薔薇」の 漢語「薔薇」の

③フォントの違いは赤い斜線 （Damask rose） （Damask rose）

④サイズの違いは赤い下線 黄色いバラの誕生 黄色いバラの誕生
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①

①

②②

②

③④

③
③

④ ④




